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Ⅰ 調査の概要 
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１．調査の目的 
 徳島市地域福祉計画に係る基礎調査のため実施しました。 
 
 
 
 
 
２．調査の種類 
 市民を対象に、アンケート調査を１種類を実施しました。 
 
 
 
 
３．調査設計 

 
調査票 調査対象者 調査方法 調査期間 

地域福祉に関する

徳島市民アンケー

ト調査 

徳島市にお住まいの 15 歳以

上の方で、その中から3,000名

の方を無作為に抽出 

郵送法 

平成 20 年 

10 月中旬 

（約２週間） 

 
 
 
 
 
 
４．報告書の見方 
（１）集計結果はすべて、小数点以下第２位を四捨五入しており、比率の合計

が 100％にならないことがあります。 
（２）複数回答の設問の場合、集計結果の合計が 100％・サンプル数を超えるこ

とがあります。 
（３）本文中の質問の選択肢について、長い文は簡略化しているところがあり

ます。 
（４）アンケート報告（クロス集計）における「n」とは、サンプル数を示して

います。 
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５．回収結果 

 
■配布・回収状況                                    

 配布部数 回収部数 回収率 

地域福祉に関する徳島市民アンケート調査 3,000 部 1,204 部 40.13％ 
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Ⅱ アンケート報告 

（調査回答者の属性） 
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問１ あなたの性別はどちらです

か。（どちらかに○） 
 
● 「女性」が多い 
 
 性別をみると、「男性」が 43.2％、
「女性」が 56.1％となっており、女性
の方がやや高い割合となっています。 
 

男性
（520

人）

43.2%

女性
（676

人）

56.1%

不明・
無回答

（8人）

0.7%

サンプル数：1204
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問２ あなたの年齢は、何歳ですか。 
（ひとつに○） 

 
●「70歳以上」が多い 
 
 年代をみると、「70 歳以上」が
24.8％で最も高く、次いで「60～69
歳」が 19.7％、「50～59歳」が 15.5％
となっています。 
 

6.1

5.5

13.7

13.0

15.5

19.7

24.8

0.5

1.2

0 25 50 75 100

15～17歳（14人）

18～22歳（74人）

23～29歳（66人）

30～39歳（165人）

40～49歳（157人）

50～59歳（187人）

60～69歳（237人）

70歳以上（298人）

不明・無回答（6人）

単位：％サンプル数：1204

 
 
 
 

3 問2 年齢 × 2 問1 性別

15～17
歳

18～22
歳

23～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70歳以
上

不明・
無回答

合計
n = 1204

男性
n = 520

女性
n = 676

0 25 50 75 100 (%)

6.1

6.7

5.8

5.5

5.2

5.8

13.7

12.9

14.5

13.0

13.1

13.2

15.5

15.8

15.4

19.7

20.4

19.2

24.8

24.2

25.1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



 
 

 

 7 

 
問３ あなたの主な職業は何ですか。

（ひとつに○） 
 
●「無職」が多い 
 
 主な職業をみると、「無職」が 27.7％
で最も高く、次いで「会社員」が 20.3％、
「主婦（夫）」が 16.2％となっています。 
 

6.7

2.3

4.6

6.1

16.2

9.1

27.7

5.9

1.1

20.3

0 25 50 75 100

会社員（244人）

自営業（81人）

農林漁業（28人）

公務員（55人）

学生（73人）

主婦（夫）（195人）

パート、アルバイト（110

人）

無職（334人）

その他（71人）

不明・無回答（13人）

単位：％サンプル数：1204

 
 

 
問４ あなたが住んでいる地区は次

のどれですか。（ひとつに○） 
 
●「八万」が多い 
 
 居住地についてみると、「八万」地区
が 9.3％で最も高く、次いで「渭東」地
区が 8.4％、「加茂名」地区が 7.6％とな
っています。 
 

0.5

1.4

2.8

4.8

8.4

5.6

5.2

4.2

4.7

7.6

6.6

9.3

6.0

2.8

3.0

0.4

0.7

6.6

1.9

6.0

1.2

1.2

0.2

6.8

2.1

0 25 50 75 100

内町（25人）

新町（6人）

西富田（17人）

東富田（34人）

昭和（58人）

渭東（101人）

渭北（68人）

佐古（63人）

沖洲（50人）

津田（57人）

加茂名（92人）

加茂（79人）

八万（112人）

勝占（72人）

多家良（34人）

上八万（36人）

入田（5人）

不動（9人）

川内（79人）

応神（23人）

国府（72人）

南井上（14人）

北井上（14人）

その他（2人）

不明・無回答（82人）

単位：％サンプル数：1204
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問５ 徳島市に住んで何年になりま

すか。（数字をご記入下さい） 
 
●「30～39」年が多い 
 
 居住年数をみると、「30～39」年が
15.0％で最も高く、次いで「20～29」
年が 13.2％、「40～49」年「10～19」
年が 13.1％となっています。 
 

13.1

13.2

15.0

13.1

11.3

9.7

6.9

3.2

0.2

2.5

11.7

0 25 50 75 100

0～9（141人）

10～19（158人）

20～29（159人）

30～39（180人）

40～49（158人）

50～59（136人）

60～69（117人）

70～79（83人）

80～89（39人）

90以上（3人）

不明・無回答（30人）

単位：％サンプル数：1204
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Ⅲ アンケート報告 

（単純集計・クロス集計抜粋） 
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問６ 家族に介護や保護が必要な

方がいますか。（どちらかに○） 
 
●「いない」が多い 
 
◎現状の傾向 
 介護者の有無についてたずねたと
ころ、「いない」が 71.2％となってい
ます。一方、「いる」と回答された方
が 28.0％いる状況です。 
 
 

不明・
無回答

（10人）

0.8%

いない
（857

人）

71.2%

いる
（337

人）

28.0%

サンプル数：1204

 

 
問７ それはどなたですか。（あて

はまるものすべてに○） 
 
●「高齢者」が多い 
 
◎現状の傾向 
 介護や保護が必要な方についてた
ずねたところ、「高齢者」が 62.9％で
最も多く、次いで「乳幼児・小学校児
童」が 21.7％、「障害者（児）」が 13.9％
となっています。 
 

13.9

21.7

6.8

1.2

62.9

0 25 50 75 100

高齢者（212人）

障害者（児）（47人）

乳幼児・小学校児童（73

人）

その他（23人）

不明・無回答（4人）

単位：％サンプル数：337
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問８ 万一、あなた自身が介護を必

要とするようになった場合、あなた

はどのようにしたいと思いますか。

（ひとつに○） 
 
●「在宅福祉サービスなどをできるだけ

利用して、施設へは入所したくない」

が多い 
 
◎現状の傾向 
 介護が必要となった場合の介護方
法についてたずねたところ、「在宅福
祉サービスなどをできるだけ利用し
て、施設へは入所したくない」が
29.4％で最も多く、次いで「できるだ
け家族に面倒をみてもらい、やむを得
ない場合のみ在宅福祉サービスを利
用する」が 26.9％、「施設に入所した
い」が 20.6％となっています。現在の
地域で暮らしたいと考えている方が
多いことが伺えます。 
 

26.9

29.4

20.6

15.4

3.1

1.2

3.4

0 25 50 75 100

家族だけで面倒をみて欲しい

（41人）

できるだけ家族に面倒をみて

もらい、やむを得ない場合の

み在宅福祉サービスを利用

する（324人）

在宅福祉サービスなどをでき

るだけ利用して、施設へは入

所したくない（354人）

施設に入所したい（248人）

わからない（186人）

その他（37人）

不明・無回答（14人）

単位：％サンプル数：1204

 
 

 
問９ ふだんの近所づきあいをど

う感じていますか。（ひとつに○） 
 
●「挨拶や多少の協力は当然である」が

多い 
 
◎現状の傾向 
 近所づきあいについてたずねたと
ころ、「挨拶や多少の協力は当然であ
る」が 49.0％で最も多く、次いで「助
け合って生きていく上で大切なこと
である」が 34.0％、「挨拶はするが関
わりたくない」が 10.7％となっていま
す。近所づきあいに対して肯定的な方
が多いことが伺えます。 
 

49.0

10.7

1.4

2.8

1.2

0.9

34.0

0 25 50 75 100

助け合って生きていく上

で大切なことである（409

人）

挨拶や多少の協力は当

然である（590人）

挨拶はするが関わりたく

ない（129人）

わずらわしいのでつきあ

いたくない（17人）

何も思わない（34人）

その他（14人）

不明・無回答（11人）

単位：％サンプル数：1204
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近所づきあい（年代・地区別） 

 

10 問9 近所づきあい × 3 問2 年齢

助け合っ
て生きて
いく上で
大切なこ
とである

挨拶や多
少の協力
は当然で
ある

挨拶はす
るが関わ
りたくな
い

わずらわ
しいので
つきあい
たくない

何も思わ
ない

その他 不明・無
回答

合計
n = 1204

15～17歳
n = 14

18～22歳
n = 74

23～29歳
n = 66

30～39歳
n = 165

40～49歳
n = 157

50～59歳
n = 187

60～69歳
n = 237

70歳以上
n = 298

0 25 50 75 100 (%)

34.0

14.3

25.7

10.6

20.6

22.9

32.6

39.7

51.7

49.0

64.3

51.4

51.5

55.2

58.6

51.3

46.0

39.6

10.7

21.4

14.9

24.2

17.0

11.5

9.6

7.2

5.7

6.1

4.5

4.5

 
 
 
●年齢が上がるにつれて「助け合って生きていく上で大切なことである」の割合が高

い 
 年代別にみると、「助け合って生きていく上で大切なことである」の割合につ
いては、「70 歳以上」が 51.7％で最も高く、年齢が上がるにつれて割合が概ね
高くなっています。 
 
 
 
 

 
 
 
 



 
 

 

 13 

 
問 10 あなたは、近隣の人とどの
ような関わり方をしていますか。

（ひとつに○） 
 
●「形式的なつきあい（義理を欠かさな

い）」が多い 
 
◎現状の傾向 
 近隣の人との関わり方についてた
ずねたところ、「形式的なつきあい（義
理を欠かさない）」が 36.4％で最も多
く、次いで「相互扶助的なつきあい（困
ったときに相互に助け合う）」が
27.9％、「なるべくは関わらない（挨
拶する程度）」が 24.8％となっていま
す。 

27.9

36.4

24.8

2.6

1.9

1.6

1.0

3.8

0 25 50 75 100

親密なつきあい（家族同

様に関わる）（46人）

相互扶助的なつきあい
（困ったときに相互に助け

合う）（336人）

形式的なつきあい（義理

を欠かさない）（438人）

なるべくは関わらない（挨
拶する程度）（299人）

まったく関わらない（31

人）

わからない（23人）

その他（19人）

不明・無回答（12人）

単位：％サンプル数：1204

 

 
問 11 福祉に関するボランティア
団体の存在や活動内容を知ってい

ますか。（ひとつに○） 
 
●「よく知らないが、関心はある」が多い 
 
◎現状の傾向 
 福祉に関するボランティア団体の
存在や活動内容についてたずねたと
ころ、「よく知らないが、関心はある」
が 47.7％で最も多く、次いで「よく知
らないし、関心もない」が 14.2％、「知
っているが、関心がない」が 11.5％と
なっています。ボランティア活動に対
する関心の高さが伺えます。 
 

9.1

47.7

11.5

14.2

13.0

1.0

3.7

0 25 50 75 100

活動に参加している（44

人）

知っている団体があり、

関心がある（109人）

よく知らないが、関心は

ある（574人）

知っているが、関心がな

い（138人）

よく知らないし、関心もな

い（171人）

まったく知らない（156人）

不明・無回答（12人）

単位：％サンプル数：1204
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問 12 あなたは、どのような地域での福祉活動に参加していますか。（それぞ
れに○） 

 
■ 参加状況 
 
●「福祉に関する団体や活動に対する寄付や募金」が多い 
 
◎現状の傾向 
 地域での福祉活動への参加状況をたずねたところ、「福祉に関する団体や活動
に対する寄付や募金」が 20.1％で最も多く、次いで「高齢者の話相手」が 12.3％、
「地域住民の見守りやひとり暮らしの高齢者などへの声かけ運動」が 7.5％とな
っています。概ね、地域の福祉活動には参加していない方が多い状況です。 
 

20.1

12.3

7.5

5.0

3.9

5.6

4.7

2.9

2.2

1.7

73.3

79.4

85.1

87.4

88.1

88.0

89.5

89.9

6.6

8.3

7.4

7.6

8.0

7.6

7.4

7.6

7.9

90.7

86.8

7.6

福祉に関する団体や活動に対する寄付や募金

高齢者の話し相手

地域住民の見守りやひとり暮らしの高齢者などへの声か
け運動

福祉に関するイベント等でのスタッフとしての参加

福祉サービスを提供する民間団体（会社など）での活動

介護をしている方や、障害者（児）のいる方、子育てをし
ている方などの相談役

高齢者の身の回りの世話（食事の用意や買い物の代行
など）

障害者（児）の付き添い

子どもたちの一時的な預かり

福祉に関するＮＰＯ団体での活動

参加している 参加していない 不明・無回答
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■ 参加希望 
 
●「地域住民の見守りやひとり暮らしの高齢者などへの声かけ運動」が多い 
 
◎現状の傾向 
 地域での福祉活動への参加希望をたずねたところ、「地域住民の見守りやひと
り暮らしの高齢者などへの声かけ運動」に参加したいと答えた人が 32.9％で最
も多く、次いで「高齢者の話相手」が 31.9％、「福祉に関する団体や活動に対す
る寄付や募金」が 26.6％となっています。一方、「福祉サービスを提供する民間
団体（会社など）での活動」に対しては 62.5％の人が参加したくないと答えて
います。身近に参加できることへの関心が強いことが伺えます。 
 

26.6

31.9

32.9

23.1

15.8

22.1

17.4

16.7

51.6

48.1

47.6

56.4

62.5

60.8

62.2

21.8

20

19.5

20.5

21.8

21.4

21.8

21.9

21.1

16.0

17.0 61.0

62.6

56.5

21.3

福祉に関する団体や活動に対する寄付や募金

高齢者の話し相手

地域住民の見守りやひとり暮らしの高齢者などへの声か
け運動

福祉に関するイベント等でのスタッフとしての参加

福祉サービスを提供する民間団体（会社など）での活動

介護をしている方や、障害者（児）のいる方、子育てをし
ている方などの相談役

高齢者の身の回りの世話（食事の用意や買い物の代行
など）

障害者（児）の付き添い

子どもたちの一時的な預かり

福祉に関するＮＰＯ団体での活動

参加したい 参加したくない 不明・無回答
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問 13 どのような条件が整えば、
地域での福祉活動に参加しやすく

なると思いますか。（あてはまるも

のすべてに○） 
 
●「自分が健康であること」が多い 
 
◎現状の傾向 
 地域での福祉活動へ参加しやすい
条件についてたずねたところ、「自分
が健康である」が 74.3％で最も多く、
次いで「時間や収入にゆとりがある」
が 64.1％、「ともに活動する仲間や友
人がいること」が 46.8％となっていま
す。 
 
 

 
問 14 地域での福祉活動を支えて
いく中心となるのは誰だと思いま

すか。（あてはまるものすべてに○） 
 
●「行政機関（市役所、福祉事務所な

ど）」が多い 
 
◎現状の傾向 
 地域での福祉活動を支えていく中
心についてたずねたところ、「行政機
関（市役所、福祉事務所など）」が
67.3％で最も多く、「関係機関（社会
福祉協議会など）」が 43.1％、「近所の
人、自治会」が 41.4％となっています。 
 
 

67.3

43.1

16.3

41.4

34.7

20.8

2.1

3.2

32.3

0 25 50 75 100

家族（389人）

行政機関（市役所、福祉

事務所など）（810人）

関係機関（社会福祉協議

会など）（519人）

民生児童委員など（196

人）

近所の人、自治会（498

人）

ボランティアやＮＰＯ団体

（418人）

民間の福祉サービスを行

う事業者（251人）

その他（25人）

不明・無回答（38人）

単位：％サンプル数：1204

 

42.0

74.3

46.8

22.6

41.9

41.0

43.6

27.4

25.7

3.7

2.7

64.1

0 25 50 75 100

時間や収入にゆとりがあ

る（772人）

家族に病人や介助者が
いないこと（506人）

自分が健康であること

（895人）

ともに活動する仲間や友

人がいること（563人）

趣味や特技が生かされ
ること（272人）

誰にでも簡単にできるこ

と（504人）

家の近くでできること

（494人）

わずかな時間（2～3時

間）でできること（525人）

活動に必要なお金の支

援があること（330人）

ボランティア講座など、

知識や技術を学べる機

会や体験の機会がある

こと（310人）

その他（44人）

不明・無回答（33人）

単位：％サンプル数：1204
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問 15 地域の公共施設（公民館・
コミュニティセンター・小学校な

ど）が地域で十分活用されるために

は何が必要だと思いますか。（あて

はまるものすべてに○） 
 
●「誰もが参加しやすいイベントの開

催」が多い 
 
◎現状の傾向 
 地域の公共施設が地域で十分活用
されるために必要なことをたずねた
ところ、「誰もが参加しやすいイベン
トの開催」が 66.4％で最も多く、「情
報の周知・広報」が 63.5％、「使用料
を安くする」が 37.2％となっています。
イベント等の開催や情報提供の充実
を求めることが多いことが伺えます。 
 

14.8

18.7

16.3

63.5

37.2

3.4

5.0

66.4

0 25 50 75 100

誰もが参加しやすいイベ

ントの開催（799人）

ＮＰＯ団体等の民間団体

との連携（178人）

利用申請窓口の統一

（225人）

施設のバリアーフリー化

の充実（196人）

情報の周知・広報（765

人）

使用料を安くする（448人）

その他（41人）

不明・無回答（60人）

単位：％サンプル数：1204

 
 

 
問 16 あなたは、地域福祉という
言葉からどのようなイメージを受

けますか。（2つに○） 
 
●「誰にとっても暮らしやすい社会を築く

こと」が多い 
 
◎現状の傾向 
 地域福祉という言葉のイメージに
ついてたずねたところ、「誰にとって
も暮らしやすい社会を築くこと」が
60.0％で最も多く、次いで、「手助け
が必要になったときお互いに助け合
うこと」が 51.1％、「困っている人の
ために施設や制度を整えること」が
37.0％となっています。暮らしやすい
社会を築くことやお互い助け合う必
要があると考えている方が多いこと
が伺えます。 
 

6.5

24.8

51.1

37.0

4.2

1.3

2.1

60.0

0 25 50 75 100

誰にとっても暮らしやすい

社会を築くこと（722人）

経済的に恵まれない人を

恵まれている人が援助す

ること（78人）

お年寄りや体の不自由な

人をそうでない人が支え

ること（298人）

手助けが必要になったと

きお互い助け合うこと

（615人）

困っている人のために施

設や制度を整えること

（446人）

わからない（50人）

その他（16人）

不明・無回答（25人）

単位：％サンプル数：1204
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問 17 今後、地域での福祉活動を
盛んにするためには、どのようなこ

とが効果的だと思いますか。（2つに
○） 

 
●「子どものころからの福祉教育の推

進」が多い 
 
◎現状の傾向 
 今後、地域での福祉活動を盛んにす
るために効果的だと思うことについ
てたずねたところ、「子どものころか
らの福祉教育の推進」が 34.1％で最も
多く、「活動参加しやすい環境づくり
（休暇制度など）」が 30.0％、「ボラン
ティア体験などのきっかけづくり」が
29.7％となっています。関係機関と連
携した福祉教育の推進や環境づくり
の必要が伺えます。 
 

6.1

29.7

19.7

20.3

34.1

30.0

5.5

3.1

8.1

2.1

3.2

27.7

0 25 50 75 100

イベントの開催や広報啓

発活動（333人）

地域での講演会の開催

（74人）

ボランティア体験などの

きっかけづくり（358人）

活動の中心となるリー

ダーづくり（237人）

活動の主体となる組織づ
くり（ＮＰＯ団体など）（245

人）
子どものころからの福祉

教育の推進（411人）

活動参加しやすい環境づ

くり（休暇制度など）（361

人）
活動参加に対する何らか

の見返り（66人）

自発的なものであり、何も

する必要はない（37人）

わからない（97人）

その他（25人）

不明・無回答（38人）

単位：％サンプル数：1204
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■地域活動を活性化する方策（年齢別・地区別） 

 

37 問17 地域福祉活動を活性化する方策 × 3 問2 年齢

イベ
ント
の開
催や
広報
啓発
活動

地域
での
講演
会の
開催

ボラ
ンテ
ィア
体験
など
のき
っか
けづ
くり

活動
の中
心と
なる
リー
ダー
づく
り

活動
の主
体と
なる
組織
づく
り（
ＮＰ
Ｏ団
体な
ど）

子ど
もの
ころ
から
の福
祉教
育の
推進

活動
参加
しや
すい
環境
づく
り（
休暇
制度
など
）

活動
参加
に対
する
何ら
かの
見返
り

自発
的な
もの
であ
り、
何も
する
必要
はな
い

わか
らな
い

その
他

不明
・無
回答

合計
n = 1204

15～17歳
n = 14

18～22歳
n = 74

23～29歳
n = 66

30～39歳
n = 165

40～49歳
n = 157

50～59歳
n = 187

60～69歳
n = 237

70歳以上
n = 298

0 25 50 75 100 (%)

27.7

28.6

32.4

25.8

35.2

24.8

30.5

27.0

22.8 12.4

29.7

42.9

44.6

34.8

28.5

35.7

32.6

31.2

18.5

19.7

13.5

12.1

9.1

15.9

21.4

26.6

25.2

20.3

14.3

17.6

15.2

18.8

21.0

24.6

20.3

20.8

34.1

42.9

31.1

40.9

39.4

33.1

35.8

28.3

34.2

30.0

42.9

27.0

47.0

44.8

39.5

27.8

24.9

18.8

9.5

15.2

9.1

8.9

8.9

9.7
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問 18 徳島市に暮らす上で、安全性においてどの程度満足度を感じています
か。（それぞれひとつに○） 

 
●「暴力や犯罪がないこと」が多い 
 
◎現状の傾向 
 徳島市に暮らす上で、安全性の満足度についてたずねたところ、「暴力や犯罪
がないこと」が（満足、やや満足を合わせ）27.4％で最も多くなっていますが、
「夜道の明るさ・安全性」が（やや不満、不満を合わせ）52.2％となっている
ことから、道路整備等の充実を図る必要が伺えます。 
 

4.3

3.3

2.3

3.4

5.6

16.3

17.9

13.0

15.2

21.8

46.0

46.8

33.1

25.2

39.5

18.1

19.2

29.7

31.8

20.5

11.5

7.8

16.1

20.4

8.3

3.7

4.9

5.8

3.9

4.4

災害（火災・地震・水害等）時の安全性

環境汚染への安全性

道路や施設のバリアフリーの状況

夜道の明るさ・安全性

暴力や犯罪がないこと

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 不明・無回答
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夜道の安全性への満足度（年代・地区別） 

 

41 問18-4 夜道の安全性への満足度 × 3 問2 年齢

満足 やや満足 どちらと
もいえな
い

やや不満 不満 不明・無
回答

合計
n = 1204

15～17歳
n = 14

18～22歳
n = 74

23～29歳
n = 66

30～39歳
n = 165

40～49歳
n = 157

50～59歳
n = 187

60～69歳
n = 237

70歳以上
n = 298

0 25 50 75 100 (%)

8.7

15.2

7.1

8.1

7.6

7.9

11.5

14.4

15.2

25.5

25.2

14.3

25.7

18.2

24.2

22.9

26.2

29.5

25.2

31.8

50.0

35.1

45.5

39.4

35.0

32.6

31.2

21.1

20.4

28.6

31.1

25.8

25.5

26.8

22.5

17.7

11.1 8.4

 
 
●年齢が上がるほど「満足度」が高い 
 年代齢別にみると、年齢が上がるほど「満足」「やや満足」の割合が高く、「や
や不満」「不満」の割合は低くなっています。 
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問 19 あなたは、毎日のくらしの
中で、次のどのようなことに不安を

感じることがありますか。（あては

まるものすべてに○） 
 
●「自分の健康に関すること」が多い 
 
◎現状の傾向 
 毎日のくらしの中で不安を感じる
ことについてたずねたところ、「自分
の健康に関すること」が 64.1％で最も
多く、「収入や家計に関すること」が
48.6％、「災害に関すること」が 43.1％
となっています。健康面や経済面、災
害等に関して不安を感じている傾向
が伺えます。 
 

29.6

26.9

20.9

34.3

17.3

48.6

26.0

43.1

5.1

1.3

1.9

64.1

0 25 50 75 100

自分の健康に関すること

（772人）

介護に関すること（356人）

仕事に関すること（324人）

人間関係に関すること

（252人）
生きがい・将来のこと（413

人）
住まいに関すること（208

人）

収入や家計に関すること

（585人）
親や子どもに関すること

（313人）

災害に関すること（519人）

特にない（62人）

その他（16人）

不明・無回答（23人）

単位：％サンプル数：1204

 
 

 
問 20 あなたは住んでいる地域の
避難場所について知っていますか。

（ひとつに○） 
 
●「知っている」が多い 
 
◎現状の傾向 
 住んでいる地域の避難場所につい
てたずねたところ、「知っている」が
71.4％となっている一方で、「知らな
い」は 26.7％となっています。 
 

知ってい
る（860

人）

71.4%

知らない
（321人）

26.7%

不明・無
回答（23

人）

1.9%

サンプル数：1204
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日常の不安項目（年代・地区別） 

 

43 問19 日常の不安項目 × 3 問2 年齢

自分
の健
康に
関す
るこ
と

介護
に関
する
こと

仕事
に関
する
こと

人間
関係
に関
する
こと

生き
がい
・将
来の
こと

住ま
いに
関す
るこ
と

収入
や家
計に
関す
るこ
と

親や
子ど
もに
関す
るこ
と

災害
に関
する
こと

特に
ない

その
他

不明
・無
回答

合計
n = 1204

15～17歳
n = 14

18～22歳
n = 74

23～29歳
n = 66

30～39歳
n = 165

40～49歳
n = 157

50～59歳
n = 187

60～69歳
n = 237

70歳以上
n = 298

0 25 50 75 100 (%)

64.1

50.0

37.8

42.4

44.8

53.5

72.7

75.1

78.5

29.6

21.4

25.5

30.5

36.7

43.3

26.9

28.6

44.6

53.0

49.7

39.5

32.1

20.9

42.9

36.5

33.3

24.8

19.5

34.3

42.9

51.4

51.5

38.2

41.4

35.3

30.0

22.8

26.1

48.6

50.0

55.4

53.0

68.5

61.1

54.5

41.8

30.2

26.0

23.0

24.2

45.5

46.5

31.6

43.1

71.4

44.6

37.9

43.0

42.7

34.8

42.6

49.0

 
 
●年齢が上がるにつれて「自分の健康に関すること」の割合が高い 
 年代齢別にみると、「自分の健康に関すること」については、概ね年齢が上が
るにつれて割合が高くなり、「70歳以上」では 78.5％となっています。また、
「30～39歳」「40～49歳」については「収入や家計に関すること」の割合が
高い傾向にあります。 
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問 21 あなたは災害があった場合
の備えを行っていますか。（ひとつ

に○） 
 
●「行っていない」が多い 
 
◎現状の傾向 
 災害があった場合の備えについて
たずねたところ、「行っていない」が
71.6％となっています。一方で、「行
っている」は 26.4％となっています。
災害対策等の情報提供の充実を図る
必要が伺えます。 
 

不明・無
回答（24

人）

2.0%

行ってい
ない（862

人）

71.6%

行ってい
る（318

人）

26.4%

サンプル数：1204

 

 
問 22 緊急時に同居の家族以外に
近所で頼れる人はいますか。（ひと

つに○） 
 
●「誰か助けてくれると思うが不安」が

多い 
 
◎現状の傾向 
 緊急時に同居の家族以外に近所で
頼れる人についてたずねたところ、
「誰か助けてくれると思うが不安」が
36.5％で最も多く、次いで、「近所に
は頼れる人がいない」が 29.1％、「す
ぐに来てくれる人がいる」が 23.6％と
なっています。不安を感じている方や
頼れる人はいない方が多いことが伺
えます。 
 

36.5

5.7

29.1

2.7

2.3

23.6

0 25 50 75 100

すぐに来てくれる人がいる

（284人）

誰か助けてくれると思うが

不安（440人）

他人に頼るつもりはない

（69人）

近所には頼れる人がいな

い（350人）

その他（33人）

不明・無回答（28人）

単位：％サンプル数：1204
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46 問22 緊急時に頼れる人の有無 × 3 問2 年齢

すぐに来
てくれる
人がいる

誰か助け
てくれる
と思うが
不安

他人に頼
るつもり
はない

近所には
頼れる人
がいない

その他 不明・無
回答

合計
n = 1204

15～17歳
n = 14

18～22歳
n = 74

23～29歳
n = 66

30～39歳
n = 165

40～49歳
n = 157

50～59歳
n = 187

60～69歳
n = 237

70歳以上
n = 298

0 25 50 75 100 (%)

23.6

21.4

20.3

19.7

14.5

16.6

23.0

27.8

31.5

36.5

42.9

45.9

28.8

33.9

37.6

34.8

38.0

36.2

5.7

4.5

6.1

5.1

6.4

5.5

6.7

29.1

35.7

27.0

43.9

43.0

32.5

32.6

24.5

18.1

5.7

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

 26 

 
問 23 万一、あなたの家族が介護
を必要とするようになった場合、あ

なたはどのようにしたいと思いま

すか。（ひとつに○） 
 
●「家族でできるだけ面倒をみて、足り

ない部分だけ在宅福祉サービスを利

用する」が多い 
 
◎現状の傾向 
 家族が介護を必要とするようにな
った場合についてたずねたところ、
「家族でできるだけ面倒をみて、足り
ない部分だけ在宅福祉サービスを利
用する」が 46.6％で最も多く、次いで、
「できるだけ在宅福祉サービスを利
用して、家族の負担を少なくする」が
30.2％となっています。在宅福祉サー
ビスの充実を図る必要が伺えます。 
 

46.6

30.2

7.5

7.1

2.8

2.7

3.2

0 25 50 75 100

家族だけで面倒をみる（在

宅福祉サービスなど他人

の手を煩わせたくない）（38

人）
家族でできるだけ面倒をみ

て、足りない部分だけ在宅

福祉サービスを利用する

（561人）

できるだけ在宅福祉サー

ビスを利用して、家族の負

担を少なくする（364人）

施設へ入所させる（90人）

わからない（85人）

その他（34人）

不明・無回答（32人）

単位：％サンプル数：1204

 
 

 
問 24 あなたは生活する上で困っ
たとき、誰に相談したいですか。（あ

てはまるものすべてに○） 
 
●「家族」が多い 
 
◎現状の傾向 
 生活する上で困ったときに、誰に相
談したいかをたずねたところ、「家族」
が 81.8％で最も多く、次いで、「親戚」
が 34.6％、「知人・友人」が 34.0％と
なっています。家族や親戚、知人・友
人などの身のまわりの方に相談する
方が多い傾向が伺えます。 
 

34.6

6.6

34.0

1.5

1.4

3.3

14.5

5.1

4.2

5.5

23.4

1.8

3.7

1.3

81.8

0 25 50 75 100

家族（985人）

親戚（417人）

近所の人（79人）

知人・友人（409人）

学校の先生（18人）

自治会長（17人）

民生児童委員（40人）

医師・保健師（175人）

社会福祉協議会（61人）

地域包括支援センター（50

人）

ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ･ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

（66人）

市の相談窓口（282人）

その他（22人）

相談できる人がいない（45

人）

不明・無回答（16人）

単位：％サンプル数：1204
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日常における相談相手（性別・年代・地区別） 

 
 
 

問24 相談したい人 × 問1 性別

家
族
親
戚
近
所
の
人

知
人
・
友
人

学
校
の
先
生

自
治
会
長

民
生
児
童
委
員

医
師
・
保
健
師

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ﾎｰﾑ
ﾍﾙﾊ
ﾟｰ･
ｹｱﾏ
ﾈｼﾞ
ｬｰ

市
の
相
談
窓
口

そ
の
他

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

不
明
・
無
回
答

合計
n = 1204

男性
n = 520

女性
n = 676

0 25 50 75 100 (%)

81.8

80.8

82.5

34.6

35.6

33.9

34.0

26.5

40.1

14.5

12.3

16.1

23.4

23.3

23.4

 
 
●「女性」の方が「家族」に相談したいと思っている割合がやや高い 
 性別でみてみると、「家族」の割合については、「男性」が 80.8％、「女性」が
82.5％、また、「友人・知人」の割合については、「男性」が 26.5％、「女性」が
40.1％と「女性」の方の割合が高くなっています。 
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問 25 あなたは、徳島市社会福祉
協議会という団体があることを知

っていますか。（ひとつに○） 
 
●「よく知らないが、関心はある」が多い 
 
◎現状の傾向 
 徳島市社会福祉協議会という団体
の認知度についてたずねたところ、
「よく知らないが、関心はある」が
32.7％で最も多く、次いで、「まった
く知らない」が 25.7％、「知っている
が、関心がない」が 15.6％となってい
ます。徳島市社会福祉協議会の広報の
充実を図る必要が伺えます。 
 

12.9

32.7

15.6

9.4

25.7

1.7

2.1

0 25 50 75 100

サービスを利用したり、活

動に参加している（25人）

知っているし、関心がある

（155人）

よく知らないが、関心はあ

る（394人）

知っているが、関心がない

（188人）

よく知らないし、関心もない

（113人）

まったく知らない（309人）

不明・無回答（20人）

単位：％サンプル数：1204
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問 26 あなたは、徳島市社会福祉協議会が行っている事業について知ってい
ますか。また、参加若しくは利用した事業がありますか。（それぞれひとつに

○） 
 
■ 認知度 
 
●「共同募金」が多い 
 
◎現状の傾向 
 徳島市社会福祉協議会が行っている事業について知っているかたずねたとこ
ろ、「共同募金」が 63.9％で最も多く、次いで、「在宅支援サービス事業」が 36.9％、
「地区福祉まつり」が 27.0％となっていますが、「共同募金」を除いては、「知
らない」が多くなっており、各事業についての認知度は低い傾向が伺えます。 
 

15.3

22.9

25.2

21.3

22.0

27.0

16.1

36.9

14.8

12.5

11.4

63.9

79.3

70.7

68.6

71.8

72.8

77.9

57.7

79.2

82.3

31.5

5.4

6.4

6.1

6.9

5.2

5.1

6.0

5.4

6.0

6.3

4.7

67.9

81.7

5.8

社会福祉大会の開催

ふれあい相談・専門相談の実施

ボランティアに関する事業

広報・啓発事業

ひとり暮らし高齢者昼食会

地区福祉まつり

介護教室の開催

在宅支援サービス事業

手話・要約筆記等養成講座

生活福祉資金貸付事業

日常生活自立支援事業

共同募金

知っている 知らない 不明・無回答
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問 26 あなたは、徳島市社会福祉協議会が行っている事業について知ってい
ますか。また、参加若しくは利用した事業がありますか。（それぞれひとつに

○） 
 
■ 参加状況 
 
●「共同募金」が多い 
 
◎現状の傾向 
 徳島市社会福祉協議会が行っている事業への参加有無をたずねたところ、「共
同募金」が 41.7％で最も多くなっています。全体的に「参加したことがない」
が多くなっており、関係機関と連携した啓発活動を行う必要が伺えます。 
 

4.0

2.8

5.4

1.8

3.1

6.8

2.2

3.0

1.7

1.2

1.3

41.7

84.1

85.5

83.3

86.0

86.0

86.0

85.5

86.3

86.0

48.2

11.9

11.7

11.3

12.2

10.9

11.0

11.8

11.5

12.0

12.7

10.1

86.5

82.2

12.3

社会福祉大会の開催

ふれあい相談・専門相談の実施

ボランティアに関する事業

広報・啓発事業

ひとり暮らし高齢者昼食会

地区福祉まつり

介護教室の開催

在宅支援サービス事業

手話・要約筆記等養成講座

生活福祉資金貸付事業

日常生活自立支援事業

共同募金

参加したことがある 参加したことがない 不明・無回答
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ボランティアへの参加（年代・地区別） 

 

問26-3-イ ボランティアへの参加 × 問2 年齢

参加したことがある 参加したことがない 不明・無回答

合計
n = 1204

15～17歳
n = 14

18～22歳
n = 74

23～29歳
n = 66

30～39歳
n = 165

40～49歳
n = 157

50～59歳
n = 187

60～69歳
n = 237

70歳以上
n = 298

0 25 50 75 100 (%)

5.4

14.3

8.1

6.8

7.0

83.3

78.6

86.5

90.9

95.8

89.8

88.8

81.4

68.8

11.3

7.1

5.4

6.1

6.4

7.0

11.8

24.2

 
 
●「参加したことがない」割合が高い 
 年齢別にみると、「参加したことがある」の割合については、「15～17歳」が
14.3％で最も高くなっています。一方、「参加したことがない」の割合について
は、「30～39歳」が 95.8％で最も高くなっています。 
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問 27 あなたは、地区社会福祉協
議会という団体があることを知っ

ていますか。（ひとつに○） 
 
●「まったく知らない」が多い 
 
◎現状の傾向 
 地区社会福祉協議会の認知度につ
いてたずねたところ、「まったく知ら
ない」が 35.6％で最も多く、「よく知
らないが、関心はある」が 29.9％、「よ
く知らないし、関心もない」が 13.4％
となっています。認知度は低い傾向が
伺えます。 
 

7.3

29.9

9.5

13.4

35.6

2.2

2.2

0 25 50 75 100

サービスを利用したり、活

動に参加している（26人）

知っているし、関心がある

（88人）

よく知らないが、関心はあ

る（360人）

知っているが、関心がない

（114人）

よく知らないし、関心もない

（161人）

まったく知らない（429人）

不明・無回答（26人）

単位：％サンプル数：1204

 

 
問 28 あなたは、地域福祉に関心
がありますか。（ひとつに○） 

 
●「関心がある」が多い 
 
◎現状の傾向 
 地域福祉に関心があるかたずねた
ところ、「関心がある」が 40.2％で最
も多く、「あまり関心がない」が 34.3％、
「わからない」が 16.2％となっていま
す。地域福祉に関する周知の必要が伺
えます。 
 

40.2

34.3

3.5

16.2

2.2

3.7

0 25 50 75 100

非常に関心がある（44人）

関心がある（484人）

あまり関心がない（413人）

まったく関心がない（42人）

わからない（195人）

不明・無回答（26人）

単位：％サンプル数：1204
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問 29 地域福祉のどの分野に関心
がありますか。（ひとつに○） 

 
●「高齢者福祉」が多い 
 
◎現状の傾向 
 地域福祉で関心がある分野につい
てたずねたところ、「高齢者福祉」が
60.0％で最も多く、次いで、「児童福
祉」が 16.9％となっています。「高齢
者福祉」の分野についての関心が高い
傾向が伺えます。 
 

16.9

8.1

3.4

5.9

5.7

60.0

0 25 50 75 100

高齢者福祉（317人）

児童福祉（89人）

身体障害者福祉（43人）

知的障害者福祉（18人）

生活困難者に対する福祉
（31人）

不明・無回答（30人）

単位：％サンプル数：528

 

 
問 30 あなたは、お住まいの地域
で行われる福祉活動の内、どのよう

な活動であれば、参加してみたいと

思いますか。（2つに○） 
 
●「わからない」が多い 
 
◎現状の傾向 
 お住まいの地域で行われている福
祉活動の内、参加してみたいと思う活
動についてたずねたところ、「わから
ない」が 27.2％で最も多く、「児童健
全育成のための活動（子ども 110 番、
パトロールなど）」が 23.1％、「子育て
支援の活動（イベント託児スタッフ、
児童館での遊び指導、絵本読み聞かせ
など）」が 18.9％となっています。子
育て等の活動に参加したいと思う方
が多い傾向が伺えます。 
 
 

14.6

15.0

18.9

23.1

15.9

12.0

14.6

27.2

6.0

6.1

6.7

0 25 50 75 100

障害者（児）の支援（外出

時の介助、社会参加への

支援など）（81人）

独居高齢者への支援（話し

相手、配食サービス、外出

援助など）（176人）

介護をしている人を支える

活動（相談相手、買い物等

の手伝いなど）（180人）

子育て支援の活動（イベン

ト託児スタッフ、児童館で

の遊び指導、絵本読み聞

かせなど）（228人）

児童健全育成のための活

動（子ども110番、パトロー

ルなど）（278人）

地域内の社会福祉施設で

の活動（訪問、清掃活動、

仕事の手伝いなど）（191

人）

共同募金などの募金活動

（145人）

参加したくない（176人）

わからない（328人）

その他（72人）

不明・無回答（73人）

単位：％サンプル数：1204
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問 31 将来、徳島市は福祉に関し
てどのようなまちになって欲しい

ですか。（あてはまるものすべてに

○） 
 
●「子どもたちが元気に育ち、地域で安

心して子育てできるまち」が多い 
 
◎現状の傾向 
 将来、徳島市は福祉に関してどのよ
うなまちになって欲しいかたずねた
ところ、「子どもたちが元気に育ち、
地域で安心して子育てできるまち」が
65.4％で最も多く、次いで、「長寿社
会に対応した、お年寄りが元気にいき
いきと暮らせるまち」が 65.0％、「困
ったときには地域内で助け合える、支
え合いのまち」が 51.2％となっていま
す。子育て・子育ちやお年寄りにやさ
しいまち、地域内で助け合えるまちに
なってほしいと思う方が多い傾向が
伺えます。 
 

65.4

51.2

49.0

38.6

2.7

4.0

65.0

0 25 50 75 100

長寿社会に対応した、お年

寄りが元気にいきいきと暮

らせるまち（782人）

子どもたちが元気に育ち、

地域で安心して子育てでき

るまち（787人）

困ったときには地域内で助

け合える、支え合いのまち

（617人）

一人ひとりが健康で元気な

まち（590人）

障害者（児）が自立して、積

極的に社会参画できるまち

（465人）

その他（33人）

不明・無回答（48人）

単位：％サンプル数：1204

 

 
問 32 住みよいまちづくりを行う
ため、保護・医療福祉の連携が必要

だといわれています。あなたは、今

までに、どのようなときにそう思い

ましたか。（３つに○） 
 
●「新聞やニュースで孤独死、自殺、虐

待、DVなどの事件が報道されたと
き」が多い 

 
◎現状の傾向 
 住みよいまちづくりを行うための
保護・医療福祉の連携がいつ必要かた
ずねたところ、「新聞やニュースで孤
独死、自殺、虐待、DV などの事件が
報道されたとき」が 50.0％で最も多く、
次いで、「病気になったとき」が 44.1％、
「災害時（災害訓練のときも含む）」
が 36.9％となっています。新聞やニュ
ースなどの報道、病気、災害時に必要
だと思う方が多い傾向が伺えます。 
 
 

31.9

44.1

21.6

14.7

19.8

50.0

22.4

4.6

2.7

4.8

36.9

0 25 50 75 100

災害時（災害訓練のときも

含む）（444人）

健康や健康づくりについて

考えるとき（384人）

病気になったとき（531人）

介護保険や福祉制度等を

利用しようとしたとき（260

人）

保健・医療・福祉制度を利

用しているが、それぞれが

バラバラだと感じたとき

（177人）

生活困難感を感じながらも

地域で頑張って生活してい

る方を見たとき（238人）

新聞やニュースで孤独死、

自殺、虐待、ＤＶなどの事

件が報道されたとき（602

人）

必要な情報が欲しいとき

（270人）

必要だと思ったことがない

（55人）

その他（33人）

不明・無回答（58人）

単位：％サンプル数：1204
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問 33 お住まいの地域には、地域
住民が取り組むべき課題や問題と

してどのようなことがあると思い

ますか。（あてはまるものすべてに

○） 
 
●「ひとり暮らし高齢者の生活支援」が

多い 
 
◎現状の傾向 
 居住地域における、地域住民が取り
組むべき課題や問題はどのようなこ
とかについてたずねたところ、「ひと
り暮らし高齢者の生活支援」が 49.4％
で最も多く、次いで、「高齢者の社会
参加やいきがいづくり」が 47.7％、「青
少年の健全育成」が 38.3％となってい
ます。高齢者への支援や青少年の健全
育成が課題だと考えている方が多い
ことが伺えます。 
 

23.5

31.5

22.2

47.7

26.7

49.4

26.9

17.7

28.5

22.8

23.5

4.6

6.8

38.3

0 25 50 75 100

青少年の健全育成（461人）

母子家庭や父子家庭の子

育て（283人）

共稼ぎ家庭の子どもの生

活（379人）

乳幼児期の子育て（267人）

高齢者の社会参加やいき

がいづくり（574人）

障害のある人の社会参加

やいきがいづくり（321人）

ひとり暮らし高齢者の生活

支援（595人）

障害のある人への生活支

援（324人）

子どもや高齢者、障害のあ

る人等への虐待（213人）

健康づくりについての人々

の意識や知識（343人）

文化施設（図書館や資料館

等）の充実（275人）

スポーツ施設の充実（283

人）

その他（55人）

不明・無回答（82人）

単位：％サンプル数：1204

 

 
問 34 地域住民が取り組むべき課
題や問題に対する改善方法がある

とすれば、それはなんだと思います

か。（あてはまるものすべてに○） 
 
●「活動の担い手（人材）を充実させるこ

と」が多い 
 
◎現状の傾向 
 地域住民が取り組むべき課題や問
題に対する改善方法についてたずね
たところ、「活動の担い手（人材）を
充実させること」が 49.3％で最も多く、
次いで、「活動の基礎となる地域的な
まとまりを高めること」が 46.4％、「地
域のための情報を充実させること」が
42.4％となっています。人材を充実さ
せることや情報提供の充実が必要と
考えている方が多いことが伺えます。 
 
 

24.5

30.9

35.5

42.4

49.3

2.0

12.8

5.1

46.4

0 25 50 75 100

活動の基礎となる地域的な

まとまりを高めること（559

人）
地域のための民主的な手

続きや組織運営能力を向

上させること（295人）

地域のための資金を充実さ

せること（372人）

地域のための施設を充実さ

せること（428人）

地域のための情報を充実さ

せること（510人）

活動の担い手（人材）を充

実させること（594人）

その他（24人）

分からない（154人）

不明・無回答（61人）

単位：％サンプル数：1204
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問 35 地域において発生する多様
な福祉ニーズにきめ細かく対応し

ていくためには、今後、住民参加に

よる福祉活動を推進していくこと

が必要であるとの考え方がありま

すが、あなたは、どう思いますか。

（ひとつに○） 
 
●「どちらかといえばそう思う」が多い 
 
◎現状の傾向 
 住民参加による福祉活動を推進し
ていく必要であるとの考え方につい
てどう思うかたずねたところ、「どち
らかといえばそう思う」が 33.8％で最
も多く、次いで、「そう思う」が 26.2％、
「わからない」が 14.7％となっていま
す。必要だと思う傾向が高いことが伺
えます。 
 

33.8

12.0

5.6

2.3

14.7

0.7

4.6

26.2

0 25 50 75 100

そう思う（316人）

どちらかといえばそう思う

（407人）

どちらともいえない（145人）

どちらかといえばそう思わ

ない（68人）

そう思わない（28人）

わからない（177人）

その他（8人）

不明・無回答（55人）

単位：％サンプル数：1204

 
 
 

 
問 36 住民参加による福祉活動を
推進していく必要があると思うの

はなぜか。（あてはまるものすべて

に○） 
 
●「高齢化や核家族化が進み、地域で

支援を必要としている人が増えている

から」が多い 
 
◎現状の傾向 
 住民参加による福祉活動を推進し
ていく必要があると思う理由につい
てたずねたところ、「高齢化や核家族
化が進み、地域で支援を必要としてい
る人が増えているから」が 78.1％で最
も多く、次いで、「地域における人と
人のきずなを深められるから」が
42.6％、「公的サービスは画一的なた
め、柔軟で弾力的な対応ができないか
ら」が 38.5％となっています。地域で
支援を必要としている方が多い傾向
が伺えます。 

38.5

42.6

20.9

29.2

1.5

0.4

78.1

0 25 50 75 100

高齢化や核家族化が進み、

地域で支援を必要としてい

る人が増えているから（565

人）
公的サービスは画一的なた

め、柔軟で弾力的な対応が

できないから（278人）

地域における人と人のきず

なを深められるから（308

人）

お互いに心の満足感や充

実感を得られるから（151

人）

余暇時間や退職後の人生

を有効に使うことができるか

ら（211人）

その他（11人）

不明・無回答（3人）

単位：％サンプル数：723
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問 37 住民参加による福祉活動を
推進していく必要がないと思うの

はなぜか。（あてはまるものすべて

に○） 
 
●「福祉は、すべて公的なサービスによ

り行われるべきものだから」、「参加す

る人が少ないと思うから」が多い 
 
◎現状の傾向 
 住民参加による福祉活動を推進し
ていく必要がないと思う理由につい
てたずねたところ、「福祉は、すべて
公的なサービスにより行われるべき
ものだから」、「参加する人が少ないと
思うから」がともに 37.5％で最も多く、
次いで、「公的サービスと違って公平
ではなく、安心できないから」が
30.2％、「近隣の人を手助けしたりさ
れたりするのは、何となくいやだか
ら」が 21.9％となっています。 
 

30.2

20.8

21.9

37.5

12.5

3.1

37.5

0 25 50 75 100

福祉は、すべて公的なサー

ビスにより行われるべきも

のだから（36人）

公的サービスと違って公平

ではなく、安心できないから

（29人）

公的サービスで賄われない

部分は、家族や親族で対応

すべきだから（20人）

近隣の人を手助けしたりさ

れたりするのは、何となくい

やだから（21人）

参加する人が少ないと思う

から（36人）

その他（12人）

不明・無回答（3人）

単位：％サンプル数：96

 
 

 
問 38 徳島市の福祉施策のうち、
どの活動に関心がありますか。（あ

てはまるものすべてに○） 
 
●「居宅介護サービスの充実」が多い 
 
◎現状の傾向 
 徳島市の福祉施策のうち、どの活動
に関心があるかについてたずねたと
ころ、「居宅介護サービスの充実」が
33.1％で最も多く、次いで、「高齢者
生きがいづくりの充実」が 32.7％、「老
人保健サービスの充実」が 32.3％とな
っています。介護保険サービスの充実
や高齢者の施策の充実を図る必要が
あることが伺えます。 
 
 

32.3

21.3

32.7

21.0

22.6

26.9

18.9

15.7

16.4

16.7

20.7

31.3

12.0

20.6

11.5

20.2

16.2

10.1

33.1

0 25 50 75 100

居宅介護サービスの充実

（398人）

老人保健サービスの充実

（389人）

介護予防サービスの充実

（256人）

高齢者生きがいづくりの充

実（394人）

高齢者の就労対策（253人）

施設介護サービスの充実

（272人）
介護などの高齢者福祉に関

する相談窓口の充実（324

人）
障害者（児）の生活支援

（227人）

障害者（児）の保健・医療の

充実（189人）

障害者（児）の雇用・就労支

援（198人）

障害者（児）の社会参加・生

きがいづくりの促進（201人）

児童に関するサービスの充

実（249人）

子育て家庭への支援（377

人）

福祉ボランティア、ＮＰＯ団

体などへの支援（145人）

福祉活動に関する情報提供

（248人）

福祉意識の啓発、教育活動

（138人）

バリアフリーのまちづくり

（243人）

高齢者、障害者向け住宅の

整備（195人）

不明・無回答（122人）

単位：％サンプル数：1204
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85 問38 関心のある市の福祉施策 × 3 問2 年齢
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向
け
住
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不
明
・
無
回
答

合計
n = 1204

15～17歳
n = 14

18～22歳
n = 74

23～29歳
n = 66

30～39歳
n = 165

40～49歳
n = 157

50～59歳
n = 187

60～69歳
n = 237

70歳以上
n = 298

0 25 50 75 100 (%)

33.1

28.6

22.7

30.6

39.0

37.6

42.3

32.3

28.6

21.6

19.7

21.2

25.5

29.4

38.8

44.0

21.3

21.7

20.3

26.2

25.8

32.7

28.6

31.1

19.7

25.5

35.3

43.5

38.9

21.0

27.3

17.6

23.6

28.9

23.2

22.6

21.4

22.3

27.3

28.3

26.2

26.9

21.4

24.8

31.0

29.1

37.2

35.7

18.9

25.8

19.4

24.8

23.0

28.6

20.4

21.4

20.3

21.2

18.8

20.4

28.6

21.7

20.7

21.4

23.0

34.8

45.5

34.4

31.3

35.7

37.8

54.5

61.8

38.2

23.5

20.7

21.4

20.6

24.3

22.7

17.0

21.9

22.8

20.8

20.2

57.1

29.7

30.3

17.0

21.7

21.9

18.9

20.3

21.4
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問 39 徳島市の行事の情報源は何
で知りますか。（あてはまるものす

べてに○） 
 
●「市の広報」が多い 
 
◎現状の傾向 
 徳島市の行事の情報源は何かにつ
いてたずねたところ、「市の広報」が
61.6％で最も多く、次いで、「新聞」
が 58.6％、「ケーブルテレビ」が 22.3％
となっています。市の広報や新聞等か
ら情報を得ている方が多い傾向が伺
えます。 
 

22.3

17.3

58.6

14.5

7.3

6.5

0.9

4.2

61.6

0 25 50 75 100

市の広報（742人）

ケーブルテレビ（268人）

人から教えてもらったりする

こと（208人）

新聞（706人）

施設のポスターやチラシ

（174人）

インターネット（88人）

情報源がない（78人）

その他（11人）

不明・無回答（50人）

単位：％サンプル数：1204

 
 
 

 
問 40 あなたは、現在の高齢者、
障害者や保育などに対して行政が

行うサービス（公的福祉サービス）

の水準についてどのように思いま

すか。（ひとつに○） 
 
●「全般的にまだまだ不十分であり、将

来に向かってさらに充実すべきだ」が

多い 
 
◎現状の傾向 
 現在の高齢者、障害者や保育などに
対して行政が行うサービスの水準に
ついてどのように思っているかたず
ねたところ、「全般的にまだまだ不十
分な部分があり、調整が必要だ」が
35.0％で最も多く、次いで、「わから
ない」が 27.2％、「十分な部分とまだ
不十分な部分があり、調整が必要だ」
が 19.4％となっています。 
 
 

7.4

19.4

35.0

1.2

27.2

1.5

4.6

3.7

0 25 50 75 100

適切なものとなっており、今

のままでよい（44人）

一部に不十分な部分もあ

り、こうした点に限って充実

すべきだ（89人）
十分な部分とまだ不十分な

部分があり、調整が必要だ

（234人）
全般的にまだまだ不十分で

あり、将来に向かってさらに

充実すべきだ（421人）

行き過ぎたものとなってお

り、引き下げるべきだ（15人）

わからない（328人）

その他（18人）

不明・無回答（55人）

単位：％サンプル数：1204
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市の行事の情報入手先（年代・地区別） 
 

問39 市の行事の情報入手先 × 問2 年齢

市の広
報

ケーブ
ルテレ
ビ

人から
教えて
もらっ
たりす
ること

新聞 施設の
ポスタ
ーやチ
ラシ

インタ
ーネッ
ト

情報源
がない

その他不明・
無回答

合計
n = 1204

15～17歳
n = 14

18～22歳
n = 74

23～29歳
n = 66

30～39歳
n = 165

40～49歳
n = 157

50～59歳
n = 187

60～69歳
n = 237

70歳以上
n = 298

0 25 50 75 100 (%)

61.6

50.0

31.1

43.9

50.9

68.2

70.1

64.6

67.8

22.3

21.4

23.0

37.9

20.6

21.0

21.4

19.4

22.5

17.3

42.9

24.3

20.0

17.2

13.4

19.8

15.1

58.6

50.0

50.0

50.0

50.3

58.0

57.8

62.9

65.1

14.5

28.6

17.6

27.3

20.6

11.5

13.4

12.1

21.4

14.9

19.7

15.8

9.5

12.1

11.5

14.3

 
 
●年齢が上がるにつれて「市の広報」の割合が高い 
 年代齢別にみると、「市の広報」が「50～59 歳」が 70.1％と最も高く、概ね
年齢が上がるにつれて割合が高くなっています。 

 
 
 
 


